
布絵本左から
ぼうしとったら
作・tupera tupera
Gakken

そら はだかんぼ !
作・五味　太郎
偕成社

はるのごほうび
作・内田　麟太郎
絵・村上　康成
鈴木出版

布絵本を読んでいます

No.151No.151　　12月定例会12月定例会　　令和８年１月25日発行令和８年１月25日発行

議会だより議会だよりおかがきおかがき

 　　３ページ　一般会計補正予算
 ５～８ページ　町政を問う
　　12ページ　ちいきのちから さつきの会



　
岡
垣
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
並
び
に
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
執
行
部
と
議
会
が
同
じ
方
向

を
向
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
緊
張
感
あ
る
協
力
関
係
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
町
民
の
皆
様
の
幸

福
度
・
満
足
度
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
」と
い
う
視
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
町
政
運
営
に

お
け
る
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
12
月
定
例
会
で
は
、
議
員
発
議
に
よ
り「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
委
員
会
は
、
議
会
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に

議
会
の
権
能
の
強
化
を
明
文
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る『
岡
垣
町
議
会
基
本
条
例
』の

制
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
執
行
部
と
議
会
、
二
元
代
表
制
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
層
機
能
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
、
町
民
の
皆
様
の
幸
福
度
・
満
足
度
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
午
年
で
す
。

　
馬
が
力
強
く
大
地
を
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
、
岡

垣
町
が
さ
ら
に
前
進
し
、
発
展
し
て
い
く
一
年
と

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

�

岡
垣
町
議
会
議
長
　
三
角
　
善
彦

2新年あいさつ



ごみステーション用ネットの支給や、集積容器等
設置費用の２分の１（上限４万円）を補助してい
ます。

コミュニティバスが老朽化したため、１台を買い
替えます。

岡垣中学校の建て替えに向けて、測量等を行います。８月９日からの大雨によって、町内で 200 件を超
える災害が発生しました。今回の補正予算は、国
の災害指定を受けたものを中心に編成しています。

Q　�補正予算に計上した理由は何か。
A　�来年度に購入を予定していたが、来年度に申し
込みをすると令和 10年度に納車となるため、前
倒しして購入する。

Q　�施設整備事業費の内容は何か。
A　�岡垣中学校敷地の測量を行う。グラウンド中央
の下水道管の位置の確定と、隣接地との境界を
明確にするためのものである。

Q　�町内全体での災害は何件あるのか。
A　�家屋被害が 16 件、道路被害が 78 件、河川・水
路被害が 95 件、山林等被
害が 22 件、その他農地、
ため池、公共施設等で 22
件、合計 233 件の被害が
確認されている。

　　�県が管理する河川について
は、越水対応や改修などを
県に要望している。

Q　�補正予算を計上した理由は何か。
A　�想定していたよりも申し込み数が増えたため。
Q　�今年度、ネットの支給と集積容器等の補助は何件
あるのか。

A　�ネットの支給は48
件で54枚、集積容�
器等の補助は21件�
となっている。

コミュニティバス車両購入費
� 2700万円

中学校施設整備事業費
� 1120万円

災害復旧費
� １億3286万円

ごみステーション等購入補助金
� 35万円

まちのアレコレ、どうなっている？

一般会計補正予算を解説

　令和７年第４回定例会を、12
月５日から17日までの13日間
で行いました。提出された計16
件の議案・発議等のほか、岡垣
町からの報告事項を受け、慎重
に審議しました。

3 定例会　概要



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容 結果
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廣
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善
彦

第
４
回
定
例
会

岡垣町教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町公共建物使用料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について 賛成多数可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣町火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣町水道事業給水条例及び岡垣町下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おかがき総合福祉保健センターいこいの里の指定管理者の指定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町観光ステーション北斗七星の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡垣サンリーアイの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分の報告について
―吉木小学校特別教室棟改修工事請負契約の変更について― 報告 － － － － － － － － － － － －

岡垣町議会改革調査特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日付 会議等 議題等
10月7日
～ 9日 議会広報 行政視察（石川県津幡町、白山市、富山

県砺波市）
10月16日 議会広報（協） 議会住民懇談会開催に向けて

10月20日
全員協議会 議会住民懇談会開催に向けて
研修会 遠賀郡町議会議長会議員研修会

10月21日
～ 23日 総務産業 行政視察（茨城県小美玉市、栃木県上三

川町、埼玉県農業技術研究センター）
10月27日 議会運営（協） 議長からの諮問協議
11月4日
～ 6日 文教厚生 行政視察（宮崎県日南市、高鍋町、川南町）

11月7日 研修会 議会広報研修
11月19日 議会広報（協） 議会住民懇談会開催に向けて

11月25日
議会運営 第４回定例会運営

議会運営（協） 議長からの諮問協議
12月5日
～ 17日

第４回定例会
（13日間）

本会議・一般質問・委員会・全員協議会・�
委員会協議会

12月22日 議会広報 議会だより編集
12月24日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

次回定例会は
３月４日（水）

開会の予定です
傍聴または議会中継でどうぞ

4議決の状況・議会の動き



議員

谷
口

８
月
の
豪
雨
災
害
に
て
、
町
の
血
管

で
あ
る
道
路
の
問
題
点
が
、
い
く
つ
か
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
住
民
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め

に
も
、
早
い
改
修
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長

今
回
の
大
雨
に
よ
る
人
的
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
土
砂
崩
れ
や
冠
水
の

発
生
で
、
通
行
止
め
は
11
カ
所
に
及
び
ま
し

た
。
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
通
行
止
め
が
発

生
し
た
地
域
で
は
、
整
備
が
急
が
れ
る
た

め
、
県
へ
の
要
望
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
町
が
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て

は
、
対
応
が
必
要
な
箇
所
は
、
計
画
的
に
改

修
や
土
砂
を
取
り
除
く
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
通
行
止
め
と
な
る

場
合
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
地
図
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
、
ソ
フ
ト
面

か
ら
の
防
災
対
策
も
重
視
し
、
強
化
し
て
い

ま
す
。

谷
口

令
和
８
年
か
ら
、
原
則
す
べ
て
の
学

校
で
休
日
の
部
活
動
を
地
域
で
行
う
こ
と
を

目
指
す
、
改
革
実
行
期
間
・
前
期
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

国
の
地
域
移
行
に
関
す
る
最
終

と
り
ま
と
め
で
は
、
部
活
動
指
導
員
の
導
入

に
対
す
る
安
定
的
な
財
源
確
保
も
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
部
活
動
地
域
展
開
に
伴

う
国
や
県
等
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
国
か

ら
詳
細
が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
護
者
や
児
童
生
徒
が
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
町
の
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階

で
、
適
切
に
部
活
動
の
参
加
に
つ
い
て
判
断

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
適
時
情
報
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
面
も
重
視
・

強
化
し
て
い
る

町長
早
期
の
道
路
改
修
・
整
備
を

充実した部活動を

谷
たに

口
ぐち

　貴
たか

之
ゆき

 議員

5 町政を問う　一般質問

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ページ 議員氏名 内　　容

５ 谷口　貴之 　１．これからのまちづくりについて
　２．中学校の部活動について

６ 三隈千恵子 　１．男女共同参画における男性施策について
　２．子どもが安心できる環境づくりについて

６ 川地　啓輔 　１．防災について

７ 平山　正法
◇１．公共交通について
　２．子育て支援について
　３．物価高騰対策について

７ 安里　雅恵 　１．化学物質過敏症について

８ 細山田　修 ◇１．PFAS血液検査について
　２．小中一貫教育について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議員

議員

８月豪雨（上海老津区）

町長
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う

推
進
す
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は

川
地

令
和
７
年
８
月
に
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
豪
雨
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
空
調
設
備
が
整
っ
た
小
中
学
校
体
育

館
を
積
極
的
に
避
難
所
と
し
て
使
用
し
て
い

く
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長

大
規
模
地
震
等
が
発
生
し
、
多
く
の

住
宅
で
被
害
が
で
た
場
合
は
、
現
在
優
先
的

に
使
用
し
て
い
る
施
設
の
ほ
か
小
中
学
校
体

育
館
も
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大
雨
や
台

風
な
ど
に
よ
り
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
段
階
で
は
、
必
要
な
物
資
の
課
題
な
ど
も

あ
り
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
一
方
で
、
自
治

区
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
や

自
治
区
の
公
民
館
を
自
主
避
難
所
と
す
る
取

組
み
の
促
進
も
網
羅
し
た
自
主
防
災
組
織
の

設
立
の
手
引
き
を
作
成
し
、
自
治
区
長
会
議

で
活
動
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

川
地

大
雨
や
地
震
に
対
す
る
具
体
的
な
対

策
も
含
め
た
岡
垣
町
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
ど
う
進
め
ま
す
か
。

町
長

今
回
の
大
雨
対
応
で
の
課
題
を
整
理

し
て
い
く
な
か
で
、
町
道
の
通
行
止
め
箇
所

の
周
知
に
課
題
が
あ
っ
た
の
で
新
た
に
地
図

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
分
か
り
や

す
く
し
、
福
岡
県
や
消
防
署
と
の
情
報
共
有

や
速
や
か
な
復
旧
体
制
の
確
立
な
ど
の
課
題

も
早
急
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
地
震
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
が
実
施
し
た
14
年
ぶ
り
の

地
震
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
よ
り
、
家

屋
全
壊
２
０
０
棟
、
避
難
者
は
８
０
０
人
と

想
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
予
想
避
難
者
数
の

災
害
備
蓄
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

地
域
防
災
計
画
や
地
域
強
靭
化
計
画
に
基
づ

き
、
各
事
業
を
推
進
・
改
善
し
な
が
ら
、
災

害
が
発
生
し
て
も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

町長
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
全
て
の
人
に

機
会
を

男
性
施
策
に
つ
い
て
町
の
考
え
は

三
隈

岡
垣
町
の
男
女
共
同
参
画
施
策
で

は
、
こ
れ
ま
で
女
性
支
援
に
重
点
を
置
か
れ

て
き
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
男
性
施
策

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
、
町

の
基
本
的
な
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
、
全
て
の
人
が
平
等
に
機
会
を

享
受
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策

定
し
、
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
隈

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

町
長

保
育
所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
学
童
保
育
所
な
ど
の
整
備
・
運
営
、
こ

ど
も
未
来
館
な
ど
で
の
一
時
預
か
り
、
病

児
・
病
後
児
保
育
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
特
に
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
保
育
所
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
認
可
保
育
所
の
設
置
に
よ
り
、
令
和
７
年

４
月
に
よ
う
や
く
解
消
し
ま
し
た
。

教
育
長

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
授
業
づ
く
り

と
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
誰
も
が
安
心
で

き
る
場
で
の
び
の
び
と
学
び
、
健
や
か
に
成

長
で
き
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
隈

学
童
保
育
に
は
定
員
が
あ
り
、
特
に

夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
の
み
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
を
活
用
す
る
な
ど
、
支
援
体
制
を

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

短
期
間
の
み
対
応
で
き
る
指
導
員
や

施
設
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

三
み

隈
くま

　千
ち

恵
え

子
こ

 議員

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員
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議員

議員
平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

町長
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
周
知
を
図
る

化
学
物
質
過
敏
症
の
周
知
に
つ
い
て

響
を
受
け
や
す
く
、
香
り
に
よ
る
体
調
不
良

も
出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
や
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態

把
握
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

教
育
長

香
り
や
化
学
物
質
に
よ
る
体
調

不
良
に
関
す
る
項
目
を
特
別
に
設
け
て
調
査

す
る
こ
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
保
健
調

査
票
」
に
は
、
健
康
上
配
慮
が
必
要
な
事
項

を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
、
化
学
物
質
過
敏
症

に
つ
い
て
も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

安
里

化
学
物
質
過
敏
症
と
は
、
身
の
回
り

に
あ
る
微
量
の
化
学
物
質
に
体
が
反
応
し
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
だ
る
さ
、
咳
や

息
苦
し
さ
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障

が
出
る
状
態
で
す
。
一
般
に
安
全
と
さ
れ
る

量
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
本
人
も
周

囲
も
気
づ
き
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
問
題
は
、
個
人
の
努
力
だ
け
で
は

防
げ
な
い
、
行
政
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
健

康
保
護
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

町
長

福
岡
県
で
も
、
化
学
物
質
過
敏
症
へ

の
理
解
や
香
り
に
対
す
る
配
慮
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
10
月
に
は
県
内
各
市
町
村
に
対

し
て
化
学
物
質
過
敏
症
の
方
へ
の
配
慮
を
促

す
通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
住

民
か
ら
化
学
物
質
過
敏
症
な
ど
の
健
康
被
害

に
関
す
る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
県
と
同
様
に

化
学
物
質
過
敏
症
や
香
り
の
配
慮
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
引

き
続
き
周
知
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

安
里

子
ど
も
は
大
人
よ
り
化
学
物
質
の
影

町長
慎
重
に
検
討
を
進
め
る

給
食
費
の
無
償
化
を

平
山

首
相
が
所
信
表
明
演
説
で
、
小
学
校

の
給
食
費
無
償
化
を
来
年
４
月
か
ら
実
施
す

る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体

は
国
の
決
定
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
決
定
に
先
駆
け
て
、
全
国
的
に
小
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

岡
垣
町
で
も
来
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

町
長

小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
、
国
に

お
い
て
制
度
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
制
度
の
骨
格
や
財
源
措
置
の
方
向
性

を
踏
ま
え
、
本
町
と
し
て
の
対
応
方
針
を
整
理

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
、
小
学
校
の

無
償
化
を
優
先
し
、
そ
の
後
に
中
学
校
へ
拡

大
す
る
と
い
う
方
向
性
が
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
制
度
内
容
や
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

は
、
国
の
動
向
や
制
度
内
容
、
財
源
措
置
を

踏
ま
え
、
町
の
財
政
状
況
と
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
を
進
め
、
判
断
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

平
山

物
価
高
騰
か
ら
住
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
町
独
自

の
物
価
高
騰
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
垣
町
独
自
の
支
援
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

交
付
金
の
目
的
が
物
価
高
騰
対
策
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

住
民
全
体
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
な
制
度

設
計
を
基
本
に
考
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を

考
慮
し
た
上
で
、
国
の
経
済
対
策
の
内
容
や

交
付
金
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
、
町
の
財
政
状
況
な

ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

7 町政を問う　一般質問



議員

細
山
田

令
和
７
年
11
月
４
日
の
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
研
修
に
お
い
て
、

宮
崎
県
日
南
市
の
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
や

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

日
南
市
は
、
平
成
21
年
か
ら
25
年
に
か
け

て
３
つ
の
小
中
一
貫
校
を
設
立
し
て
い
ま

す
。
そ
の
３
小
中
学
校
の
教
育
効
果
を
鑑
み

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
小

中
一
貫
教
育
は
学
校
教
育
活
性
化
に
効
果
的

だ
と
言
え
ま
す
。

　

岡
垣
町
で
は
今
後
、
児
童
生
徒
数
の
減
少

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
岡
垣
中
学

校
の
建
替
え
と
同
時
に
小
中
一
貫
教
育
を
見

据
え
て
学
校
施
設
適
正
配
置
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
て
学
校
教
育
活

性
化
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
教
育

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長

小
中
一
貫
教
育
は
、
令
和
７
年
３

月
策
定
の
「
将
来
に
わ
た
る
児
童
生
徒
の
教

育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
学
校
施
設
整
備
に

係
る
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
取
り
組
む
べ

き
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
に
か
け
て
の
義
務
教
育
は
、
社
会
で
生

き
て
い
く
た
め
の
力
の
育
成
や
人
格
の
形
成

な
ど
に
係
る
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
常
に
児
童
生
徒

に
と
っ
て
安
心
し
て
学
べ
る
最
も
適
し
た
環

境
づ
く
り
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
教
育
委

員
会
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
義
務
教
育
学
校
を
含
む
小
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の
適
正
配

置
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
町
長
部

局
と
連
携
し
つ
つ
、
学
校
や
教
育
委
員
な
ど

か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら

教
育
委
員
会
と
し
て
も
十
分
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教育長
中
長
期
的
な
展
望
と
し
て
進
め
て
い
く

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

10
／
７
▼
10
／
９

議
会
と
住
民
と
の
架
け
橋
に

［
視
察
先
：
石
川
県
津つ

幡ば
た

町
］

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集

　

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
編
集
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
議
会
活
動
の
報
告
に
留
ま

ら
ず
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域
文
化

に
根
差
し
た
内
容
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
議
会
と
住
民
を
つ
な
ぐ
媒
体
と

し
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

［
視
察
先
：
富
山
県
砺と

波な
み

市
］

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集・議
会
報
告
会

　

議
会
だ
よ
り
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
ま
す
。
伝
え

る
広
報
か
ら
伝
わ
る
広
報
へ
、
そ
し

て
共
に
考
え
る
広
報
へ
と
発
展
し
て

い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
紙
面
だ
け
で
な
く
、

動
画
（
録
画
）
配
信
な
ど
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
声
を
次
回

の
報
告
会
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
石
川
県
白は

く

山さ
ん

市
］

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集・議
会
報
告
会

　

議
会
だ
よ
り
は
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト

が
魅
力
で
、
市
内
の
短
期
大
学
の
美

術
学
科
の
学
生
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

紙
面
構
成
は
８
ペ
ー
ジ
で
す
。
二
次

元
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
、
一
般
質
問

は
議
員
と
市
長
の
一
言
を
72
文
字
で

掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
様
々
な
団
体
が

テ
ー
マ
を
設
け
て
議
員
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
意
見

は
、
各
常
任
委
員
会
へ
振
り
分
け
、

回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、「
議
員
と
語
ろ
う
」
を
通
じ

て
、
多
く
の
町
民
の
意
見
を
聞
き
た

い
で
す
。

�

委
員
長　

平
山　

正
法

頑張ってます！委員会活動
３常任委員会が先進地へ視察

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

津幡町議会の皆さんと（手の形は能登半島）
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

�

10
／
21
▼
10
／
23

元
気
な
町
を
目
指
し
て

［
視
察
先
：
茨
城
県
小お

美み

玉た
ま

市
］

　

防
衛
省
補
助
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

　

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
が
所
在
す
る
小
美
玉

市
で
は
、防
衛
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、道
路
・

学
校
・
社
会
福
祉
施
設
・
地
区
公
民
館
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
構
想
は
、
基
地
及
び
茨
城
空

港
と
地
域
住
民
が
共
存
・
共
栄
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
出
す
る
の
は
、
事
業
単
独
で
は
な
く
、
全
体

を
包
括
す
る
区
域
を
定
め
て
区
域
内
に
存
在
す

る
土
地
利
用
を
含
め
、
国
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
を

最
大
限
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
栃
木
県
上か

み
の三

川か
わ

町
］

　

地
方
創
生
に
向
け
て

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整

備
や
、
人
の
流
れ
を
活
性
化
に
つ
な
げ
る
交
流
拠

点
づ
く
り
の
た
め
、（
仮
称
）「
道
の
駅
か
み
の
か

わ
」
を
計
画
し
、
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る

場
所
と
な
る
よ
う
整
備
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
委
員
会
で
は
、
事
業
の

概
要
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
課
題
等
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
が
行
わ
れ
、
従
来
の
公
設

公
営
方
式
に
加
え
、
官
民
連
携
手
法
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
］

　

水
稲
の
乾
田
直
播
栽
培
に
つ
い
て

　

水
稲
の
乾
田
直
播
栽
培
と
は
、
水
を
入
れ
て

い
な
い
乾
い
た
畑
状
態
の
水
田
に
直
接
稲
の
種

も
み
を
ま
き
、
苗
が
育
っ
て
か
ら
水
を
入
れ
る

水
稲
栽
培
方
法
で
す
。
全
国
的
な
取
り
組
み
状

況
や
作
業
体
系
例
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
等

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
の

閉
会
中
の
調
査
と
し
て
決
定
し
て
い
る
「
地
方

創
生
の
視
点
」
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ

く
り
政
策
に
つ
い
て
議
会
の
果
た
す
役
割
は
積

極
的
に
政
策
提
言
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
。
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

委
員
長　

広
渡　

輝
男

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

�

11
／
４
▼
11
／
６

子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
整
備
の
充
実

［
視
察
先
：
宮
崎
県
日に
ち

南な
ん

市
］

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

　

小
中
一
貫
教
育
施
設
整
備
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
平
成
18
年
よ
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
特
性
を
生
か
し
て
小
中
施
設
が
統
合
さ
れ
た

一
体
型
と
、
校
舎
は
別
の
併
設
型
、
ま
た
、
中

学
校
舎
に
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
施
設
と
、
地

域
に
沿
っ
た
教
育
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現

在
３
校
が
一
貫
教
育
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
垣
町
に
お
い
て
も
、
今
後
、
避
け
ら
れ
な

い
人
口
減
少
、
確
実
に
進
む
少
子
化
に
よ
り
教

育
施
設
整
備
は
、
所
轄
す
る
当
委
員
会
に
お
い

て
も
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
宮
崎
県
高た

か

鍋な
べ

町
］

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

東
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
の

４
割
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
運
営
場
所
は
小
学

校
敷
地
内
、
幼
稚
園
保
育
園
敷
地
内
、
小
学
校

施
設
内
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｉ
が
運
営
し
て
い
る
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
目
線
に
沿
っ
た
、
身
に
つ

く
行
事
（
避
難
訓
練
・
不
審
者
対
応
訓
練
等
）、

楽
し
い
取
り
組
み
（
演
奏
会
・
工
作
・
書
道
教

室
等
）
を
年
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
宮
崎
県
川か

わ
み
な
み南
町
］

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　「
こ
ど
み
ん
」
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
10
月
に
、
町
庁
舎
と
同
じ
敷
地
内

に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
供
用
開
始

し
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
交
流
の
場
、
子
育
て

講
座
の
開
催
、
育
児
に
関
す
る
相
談
機
関
な
ど
、

親
子
が
ゆ
っ
く
り
す
ご
せ
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
こ
ど
み
ん
」
と
、
病
児
病
後
児
保
育
施

設
「
ケ
ア
ル
ー
ム
こ
ど
み
ん
」
を
開
設
し
、
保

護
者
同
伴
で
小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料
利
用
で

き
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
今
後
の
福
祉
・
子
育
て

支
援
事
業
・
教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
つ
な
げ
、

誰
も
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

�

委
員
長　

横
山　

貴
子

上三川町での視察研修

9 委員会活動報告



特別委員会ができるまで　～開かれた身近な議会を目指して～

議会運営委員会では、諮問された 10 項目につ
いて協議しました。
議会運営委員長から議長に議会改革の取り組み
についての答申書を11月27日に提出しました。

議長から議会運営委員長に 10 項目の議会改革
の取り組みに関する諮問書が６月６日に提出さ
れました。

12 月５日の全員協議会で、議会改革の取り組
みについての答申を全議員で確認しました。

●�議会録画中継の範囲（連合審査会、各常任委
員会）について

●来年度予算に反映させる質疑の場について

●政務活動費の取り扱いについて

●議会基本条例について

上記４項目について、特別委員会を設置して、
調査研究することになりました。

特別委員会設置に向けて議員発議を行い、全員
賛成で可決されました。

岡垣町議会改革調査特別委員会の設置について
（１）�議会の基本理念や基本事項等、二元代表

制の認識・役割並びに議会・議員の活動
規範等を明確にし、開かれた議会を目指
すため議会基本条例を制定するため調査
研究を行う。

（２）�首長との関係や議会運営の最高の規範性な
ど議会基本条例の位置づけの明確化を図る。

10項目の議会改革の取り組みとは？

●議長選挙・副議長選挙の開票立ち合いについて

●パソコン・スマホの議場等への持ち込みについて

●議員間の情報共有の在り方について

●�執行部からの資料提出（一般質問、議案説明
資料、全員協議会資料）の期日について

●�議会録画中継の範囲（連合審査会、各常任委
員会）について

●岡垣町議会公式SNSの立ち上げについて

●議員間討議の場について

●来年度予算に反映させる質疑の場について

●政務活動費の取り扱いについて

●議会基本条例について

10議会改革



岡垣町議会改革調査特別委員会

　

令
和
７
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

岡
垣
町
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
委
員
会
の

目
的
は
、
町
議
会
が
目
指
す
基
本
理

念
や
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
事

項
等
、
ま
た
市
町
村
の
二
元
代
表
制

の
認
識
及
び
役
割
並
び
に
議
会
・
議

員
の
活
動
規
範
等
を
明
確
に
す
る
も

の
で
す
。

　

更
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た

め
、
町
長
と
の
関
係
や
議
会
運
営
の

最
高
の
規
範
性
な
ど
を
明
文
化
し
た

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
調

査
研
究
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員
会

で
、７
名
の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
で
定
め
た
議
会
運

営
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
、

存
在
感
の
あ
る
、
豊
か
な
議
会
を
築

き
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。

�

委
員
長　

広
渡　

輝
男

（後列左から）	細山田　修、平山　正法、神崎　宣昭、安里　雅恵、横山　貴子
（前列左から）	広渡　輝男、川地　啓輔

Q　�常任委員会と特別委員会の違いは何ですか。
A　�常任委員会は常設の委員会だよ。特に付託されたことについて審議するんだ。
　　一方で、特別委員会は必要に応じて条例により設置されるよ。

Q　�特別委員会は期限があるのですか。
A　�特別委員は調査が終了した時までなんだよ。
Q　議会基本条例って聞いたことはありますが、どのようなものですか。
A　�その議会がどうあるべきか、どう活動するかを定めた議会の一番大切なルールだよ。
　　町民みんなのために、きちんと考え、議論し、説明する議会であることを約束する条例なんだよ。
　　主に、議会の役割・議員の責務・町民への情報公開と参加・議会運営のルールの４項目が入っているんだよ。

びわりんびわすけの用語解説

11 議会改革



副会長
井上 惠さん

会長
平田 真澄さん

副会長
野田 朝子さん

私たちと一緒に布絵本を作りましょう

さつきの会は、新しい仲間を募集しているんだよ。月１回の参加や、�
針を使ったことがない方でも大歓迎だよ！会費は無料なんだって。
連絡は093-282-5566
（岡垣サンリーアイ図書館10時～18時 毎週水曜日、毎月最終月曜日休み）

Ｑ　�布絵本の制作で気をつけていることはなんですか。

Ａ　�布絵本は、元になる紙の絵本に合わせて、大きさや
色、形などをできるだけ忠実に再現しています。そ
のため、絵本と見比べながら布や糸の微妙な色合い
を選ぶ作業には特に時間と工夫が必要です。また、
細かな絵柄の裁断など、集中力が求められる繊細な
工程も多くありますが、完成したときの達成感や、
手に取って喜んでもらえることが何よりの励みに
なっています。

Ｑ　�嬉しかったこと、楽しいことはありますか。

Ａ　�子どもから大人まで、皆さんが布絵本を手に取って
くれて、喜んでもらえることが嬉しいです。布絵本を
手で触れることで、五感を育むことができます。読
み聞かせや図書館まつりでも布絵本に触れる機会が
あるため、大変好評です。楽しいことは、会員同士
が交流をしながら制作できることです。また、自宅で
集中して取り組む時間を持てることも魅力のひとつ
です。完成した作品は、岡垣サンリーアイ図書館をは
じめ、小学校でも読み聞かせに活用されています。

Ｑ　�会員さんが加入したきっかけ、やりがいを聞かせて
ください。

Ａ　�いろんな物を手作りするのが好きな方々で、広報お
かがきを見て参加したことがきっかけです。子ども
たちに布絵本を触れて楽しんでもらえることが大き
なやりがいになっています。中には３歳の孫に読んで
あげるためにと個人的に作品を制作する方もいます。

Ｑ　�布絵本が完成するまでの工程を教えてください。

Ａ　�子どもたちが興味を持ち、楽しめる絵本やモチーフ
について、全員で話し合うことから始まります。制
作する絵本が決まったら、出版社に制作の許諾をい
ただきます。その後、色合わせを行い、トレーシン
グペーパーで型を作成します。フェルトや布など、
さまざまな素材を組み合わせながら、ひとつひとつ
手作業で仕上げていきます。１人が３～４ページを
担当し、年間で１～２冊の布絵本を制作しています。

「さつきの会」は、平成16年に布絵本図書館の講
習会に参加した５人によって発足されました。現
在は会長１人、副会長２人を含む計12人の会員
が所属しています。活動日時は、第２・第４火曜
日と第３土曜日の午前10時から正午までで、岡垣
サンリーアイで布絵本の制作活動を行っています。

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

そら はだかんぼ！
作・五味　太郎
偕成社

活動の様子

12

ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ
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